
廊下の歩き方から学ぶ 

           思いやり・・・高学年を見習おう 

専科の教室や体育館へ移動する時など、「右側を歩きましょう」「静かに」と注意し合いながら廊下を歩く子

供たちの姿がよく見られます。 
どうして、右側を歩かなければいけないのでしょうか。また、静かに歩かなければいけないのでしょうか。

それは、授業の妨げにならないように、廊下ですれ違う時にぶつからないようにと思いやる気持ちからではな

いかと思います。 
高学年の教室移動は、教師が声をかけなくても、子供たち自身が意識して移動することができています。 

高学年の歩き方を見習い、学校生活の中で相手に対する思いやりの心をはぐくめるように指導していきます。 

   ６／２（火）～６／５（金） 

＜１日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １日目は、「東篭の登山」（東篭の登山）に登りました。道は想像以上に険しく、登るのも、降りるのも大変でし

た。そんな時、友達が励ましの声をかけてくれたことが、とてもうれしかったです。 

 

＜２日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２日目の午前中は雨天のため、雨用の日程となりました。林業体験では、写真立てなどのお土産を作成しました。

午後からは曇り空になり、リアル☆ファイヤー（キャンプファイヤー）も、無事にできてとても盛り上がりました。 

 

＜３日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３日目は、浅間山を眺めながら午前も午後もハイキングをしました。最後のソフトクリームの味は格別でした。夜

はリアル☆りーだーズ（お楽しみ会）をしました。どのグループも完成度がとても高かったです。 

 

 

 

＜４日目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４日目は、下仁田こんにゃく道場で、こんにゃく作りをしました。こんにゃくができる間、こんにゃくについての

お話を聞いたり、試食をしたりしました。お土産のこんにゃくは、どのように食べたのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東篭の登山 ベルデ軽井沢 

林業体験 ベルデ軽井沢 リアル☆ファイヤー 

浅間園遊歩道 白糸の滝 リアル☆りーだーズ 

下仁田こんにゃく道場 

２年１組 
担任 佐藤 陽栄 
  

にい（２－１）っこりクラスになるように、自

分たちでできることはおもいっきりやってみよう

と２４＋１人で４月から過ごしています。「掃除を

するときは、隅まできれいにしよう」と声を掛け

合ったり、最近では漢字練習がクラスで流行り、

すき間の時間に楽しそうに取り組んだりしていて

担任を驚かせてくれます。 
毎日の生活や様々な行事を通して、みんなで一

緒に取り組み、がんばることの心地よさを感じな

がらぐんぐん伸びていってほしいと思います。 
 

立野の生活指導 


